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特 別 報 告

昭 和48年 結 核 実 態 調 査(1)

厚生省公衆衛生局(局 長 佐分利輝彦)

結核実態調査会議(委 員長 岩 崎 龍 郎)

1.調 査 の 目 的

本調査 は昭 和28年,33年,38年,43年 の調査に引 き

続 き,断 面調査 によつ て結核 のまん延状 況 を明 らか に

し,結 核対策 の浸透状況等 を把握す ることに よつて,今

後 の結核予防行政の基礎資料 を得 ることを目的 として行

われた｡

今回の調査では,ツ ベル ク リン反応検査 を省略 し,X

線撮影は原則 として15歳 以上 の ものにす るな ど,従 来

の調査 と比較 して若干 の変更 を行つた｡

2｡調 査の対象および調査の時期

全 国の世帯お よび世帯員 を対象 とし,厚 生統計標 本地

区調査の調査区 よ り無作為 に抽出 された599地 区を 「結

核実態調査地区」 とし,そ の地区内の全世帯(1地 区25

世帯)お よび世帯 員 を調 査客体 とした｡調 査 は48年10

月1日 ～3日 に行 われた国民健康調査 に続 いてこれ と同

一客 体について10月10日 か ら10月 末 日までの 問 に 実

施 され た｡

3.調 査 の 項 目

① 問診 は全員 を対象 として実施 した｡② 結 核 菌 検 査

は,15歳 以上で呼吸器症状 を訴 えるもの,年 齢 にかかわ

らずX線 検査の結 果,要 医療 または要観 察 とされ た もの

全員 について行 つた｡③X線 検査 は15歳 以上 の ものは

妊娠中の婦 人 を除いて,全員 に対 して直接撮影 を行 つた｡

15歳 未満であつて も,登 録 中の もの,感 染 性 患 者 の家

族,明 らかな結核既往歴 のある もの,著 明 な呼吸器症状

のある ものはX線 検査 の対象 としたe④ 肺以外 の結核 の

検査 は,問 診,既 往歴 の聴取 な どを基礎 として行つ た｡

4.受 検状況および受検者の構成

1)問 診受検率

本調査 の客体,599地 区の世帯員総数45,682人 の う

ち,問 診受検者 は39,404人 で,問 診受検率 は86.3%で

ある｡

問診受検率 を性,東 西 ブ ロック(新 溝,長 野,静 岡県

以東 を東 ブ ロック,富 山,岐 阜,愛 知県以西 を西 ブロ ッ

ク とする)別 にみ ると,表1の ご とくであるe性 別 には

男 の問診受検率が83.7%だ つ たのに対 し,女 では88.7

%で やや高 い｡東 西別 には東84.4%,西88｡2%で,西

でやや高い.

問診未受検の理 由は不在が最 も多 く,拒 否,転 出 また

は死亡,疾 病の順であった｡

年齢階級別に問診受検率 をみ ると,20歳 代が最 も低 く

77.9%に とどまつたが,他 の年齢階級はいずれ も85%

以上の受検率であつた｡

2)X線 検査受検率

性,東 西 ブロ ック別に,問 診受検者のX線 検査受検状

況 をみ ると表2の ごとくであ る｡全 体でみ ると問診受検

者39,404人 中26,491人,67.2%がX線 検査 を受検 し

た｡性 別には女性,東 西 ブ"ッ ク別には西でX線 検査 受

検率がやや高 い、

15歳 以上 の ものについてX線 検査 の 受 検状況 をみる

と,問 診受検者 の89.2%がX線 検査 を受検 していた｡

妊娠 のために受検 しなかつ た ものを除 くと,15歳 以上 の

もののX線 検査受検率 は90.5%と なるe性 別 には男88.9

%,女9L9%で,東 西 ブロ ック別 には西 ブ ロックでや

や高率 であっ た｡

3)受 検者の構成

問診受検者の性 ・年齢階級別構成 と昭和48年10月1

日現 在の全 国推計人 口(総 理 府統計局推計)の 性 ・年齢

階級別構成 とを比較す ると,図1の ごとくほぼ一致 して

い る｡

また東西ブ ロ ック別に受検者の構成 をみ るとほぼ等 し

く,50%ず つ となつている、

付)全 国推 計値 および標準誤 差率の推計方法(15歳

以上)

X6=第i層 第 ブ地区におけ るあ る属性 を有す る 人 の

数

Yび=第i層 第 ブ地区におけ るX線 被検者数

P:昭 和48年10月1日 の全国推計人 口

とす る と,当 属性 を有す る人 の全国推計値Txは 次式で

与 え られ る.

〈 Σ ΣXif
Tx一 肯 差一塀XP

乞 ブ

次 に焼=第 ∫層 に属する地 区数

編;第 ∫層 に属す る標本地 区数 とす る と,
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N:Σ 疏,nニ Σniは,そ れぞれ全 国の総地区数,標 本地
だ オ

区数であD,澱 メ,yi」 の全国地区平均 はそれぞれX=

■ ΣΣX,d
,7=⊥ ΣΣY乞ブである｡ま た各層 にお ける地 区

,IR均はx'i=⊥ ～砺 距1Σy"で 与 え られ る｡
jni ¢れむ

Vari(X)一 詣 弓(X乞函)2

Vart(Y)-f ,、 弓(Yi」-i7i)2

伽(X・Y)一 鷲∴ 、;(X乞 ブーX)(Yiブ ーr)

はそれぞれ,第i層 におけ るX,Yの 分散,共 分散

であ る｡こ の時全 国推計値Txの 分散 の推計値 は,

v(?嚇 ΣN乞(㌻ηの{讐1堕 一2Coη藩 ・-Y)

+竪Y)}

で与え られ,標 準誤差率は,

/v(TxTy)
一帰 Σ焼(㌻ 準 饗L2讐 響

+㌣IY)}

で与 え られ る｡こ の標準誤差率 は全国推計値 の何%が 標

準誤差で あるかを教 えるものであつ て,推 計値 の標本誤

差は95.5%の 確率 で標準誤差 の2倍 以内 におさま り,

99.7%の 確率 で標準誤差 の3倍 以 内におさまる と考 えて

よい｡

主 な調査事項 についての標準誤差率 は表3の とお りで

あ る｡

5.呼 吸器症状についての観察

1)概 説

呼吸器症状 はせき,た ん,血 たん ・喀血 の3項 目につ

い て問診 を行 つた｡せ き,た んについては症状 あ りと答

えた ものには症状 の出現時期 を質問 して,そ の持続期 間

を明 らかにし,血 たんについては最近6カ 月以内にあ り

と答 えた ものを 「血 たん ・喀 血あ り」 とした｡

問診受検 者39,404人 中4,749人,12.1%が 何 らかの

呼吸器症状 を訴 えた｡性 別,症 状 の種類 別に有症状 率を

み る と表4の ご とくである｡何 らかの症状 を訴えた もの

は男 では15.3%で,女 の9｡2%に 比べて1.7倍 高率であ

っ た｡

症状 の種 類 別 に み る と,せ きは8.80/・,た んは7.9

%,血 たんは0.4%の 有症状 率であつた｡せ きを訴 えた

ものの半数 以上 にあたる4.9%は2週 未 満のせ きで,3

カ月以上持続す るせきを訴 えた ものは2.4%で あ る｡ま

たた んを訴 えた ものの約1/3は2週 未満のたんで,3カ

月以上続 くたんを訴 えた ものは3.8%で あつた｡

性別 にみ る と,い ずれ の症状 も男の有症状 率の方が高

かつた｡
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2)年 齢階級別有症状率

年齢階級別 に呼吸器症状 の有症 状率をみ る と図2の ご

と くであ る｡せ きは0～9歳 では高 率にみ られ,15～19

歳で最 も低 く,以 後次第 に高率 となる｡た ん の有症状率

は年齢 の増加 に伴 つて高率 とな るe血 たんは65歳 未満

では0.5%以 下 の出現 率であるが,65歳 以上 では約1%

となつ てい る｡

せ きを訴 えた ものについてその持続 期 間 をみ る と,0

～14歳 では70%以 上が2週 未満のせ きであ り,15～44

歳 では50%以 上 が2週 未満のせ きで ある｡こ れ に対 し,

3カ 月以上持続す るせ きを訴 えた もの は年齢 の増加 に伴

っ て高率 となる｡

た んにつ いても持続期 間 をみ る と同様 の傾 向 で あ っ

た｡

3)喫 煙状況

今 回の調査 ではは じめて喫煙状況 の調査 を行 つた｡表

は省略 したが,総 数 では27.4%が 喫煙 してお り,4.8%

は以前 は喫煙 していたが,現 在で は中止 している｡性 別,

年齢 階級別 にみ ると,男 の20～24歳 では78.3%で 喫煙

してお り,以 後高年にな るほ どわず かずつ喫煙者 の比率

が低 くな り,70～74歳 では60.oe/eと なる｡こ れ に対 し

前喫煙 者の比 率は年 齢の増加に伴つて高率 とな り,70～

74歳 では17.8%に なる｡女 では20～24歳 で9.2%が 喫

煙 してお り,以 後わずかずつ喫煙率 は高 くな り,55～59

歳 が最高の喫煙率 を示 し17.6%で あつ た｡

喫煙状況 別に呼吸器症状の有症状率 をみ る と,男 女い

ずれ でも喫 煙者で有症状率が高かつた｡

6.肺 結 核 所 見

1)肺 結核有所見者の岡分類別観察

①概説:X線 検査受検者26,541人 中,何 らかのX線

所 見を有す るもの4,185人 につ いて岡分類別 の観 察 を行

うと,石 灰化廠痕型が54.9%を 占め,結 節硬 化型35.7

%,浸 潤混合型6.6%,加 療変形型2.7%,胸 膜 炎型0.1

%と なつてい るe今 回 のX線 検査受検者 中には,初 期結

核型お よび粟粒結核型 は1例 も認 め られ なかつた｡

15歳 以上 のものについ て各病型 の 有 所 見率の推移 を

み ると表5の ご とくで ある｡今 回は15歳 未満 も含 めて

初期結核型 はは じめて認 め られず,粟 粒 結 核 型 は 昭 和

38年 以後認 め られ ていない｡浸 潤 混合 型は昭和43年 の

1.58%に 比 し,48年 には1.04%に 減 少 した、結節硬化型

は5.72%で,43年 の4.11%よ りやや高 率になつてい る｡

石灰化獺痕 型は8.77%で,前 よりやや低 率であつた｡ま

た加療変形型 は0・43%で38年 以来ほぼ横 ばいであ る｡

②年齢階級別観 察:浸 潤 混合 型について年齢階級別 に

有所見率 をみる と図3の ごとくであ る｡39歳 までは1%

以下 の有所 見率 であるが,年 齢の増加に伴つてわず かず

っ高率 とな り,70歳 以上では3%を こえる｡
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昭 和28,33,38,43年 の成績 と48年 の成績 を比較す

る と図3で みたよ うに,全 年齢 を通 じて次第 に減少 して

いるこ とが明 らか となる｡

2)肺 結核有所見者の学会分類別観察

① 概説:何 らかのX線 所見 を有す るもの4,185人 につ

いて学会分類 別の観察 を行 うと,1型0,05%,II型1.46

%,皿 型3.54%,Pl型0.07e/・,IV型5.57%,Op型

2.70%て,残 りの86.62%はV型 によつて 占め られたe

15歳以上 の ものについて各病型 の有所見率 の推移 をみ

る と表6の ご とくである｡昭 和38年 および43年 の成績

も15歳 以 上 の も の の有所見率 である｡1型 は38年 の

0.07%か ら,43年 には0.05%,48年 には0.01%と 著

減 した｡皿 型 は38年 の0.34%か ら,48年 の0.23%へ

とゆつ くり減 少 して い る｡皿 型 は0.55%で,38年 の

1/4以 下 となつた｡IV型 は0.55%で,43年 に比 して著

しく減少 した｡V型 の有所見率はほぼ横ばいで,OP型

はやや増加 した｡

②年齢階級別観 察:15歳 以上 のものについて学会分類

各病型の年齢階級別 の人 口対率 をみ る と図4の ごと くで

あ る｡1型 は今 回の対象者 中には2例 をみた のみで,い

ずれ も40歳 代 であった｡

皿型には15～19歳 では極めて低 率で,35歳 以上では

じめて0.1%以 上 とな り,以 後年齢 を増す とともにわず

かずつ高率 とな り70^・74歳 では1.01%と 最高に なる｡

皿型 もll型 と同様 の傾 向で,15～19歳 では0.1%以 下

で,以 後 わず かず つ高率 とな り,70～74歳 では1.57%

で最高の率 を示 す｡

IV型 は年齢 の増加 とともに比較的急速 に高率 とな り,

75歳 以上 では2.78%と 最高 の値 を示 した｡図4に は省

略 したが,V型 は他病型 に比 し遙 かに高率で あるが,年

齢階級別 にみる とIV型 とほぼ同様 の傾 向であつ たe

③東西 ブ ロック別観察:15歳 以上 のものにつ いて学会

分類各病型 の人 口対率 を東西 ブロ ック別 にみ る と表7の

ごとくである｡総 数 では東14｡77%に 対 して西 は17.11%

で西がやや高 い｡1型 は東西各 ブ ロックに1例 ずつ認 め

たのみであるが,H,皿,IV,V型 はいずれ も西 が高い率

を示 し,II型 では西 は東 の1.47倍,皿 型 では1.82倍 で

あつた｡

④空洞:学 会分類 の対象 となつた4,165人 中,空 洞 あ

りは1型 およびn型 の63人,空 洞疑 いは 皿 型 の一部 で

32人 で ある｡15歳 以上 の もので人 口対率 をみ る と,表

8に 示 した よ うに空洞 あ りは0.24%,空 洞 疑いは0.12

%で,全 国推計数 はそれ ぞれ19.8万 人 および10.0万 人

となる｡

昭 和28年 以 来の空洞 あ り,空洞疑 いの人 口対率 および

全 国推計数 の推移 をみる と表8の ご とくである｡空 洞 あ

りは昭 和33年 には全 国で41万 人 と推定 され てい るので,

今回 は33年 に比 しほぼ半減 したこ ととなる・
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3)肺 結核有所見者 のNTA分 類別観察

NTA分 類の病変の拡が りの記載は本来,活 動性肺結

核 のみ につ けるこ ととなつ てい るが,従 来の実態調査で

は初感染石灰化巣,肺 門 リンパ節 の石灰化巣お よび胸膜

の異 常を除 いて,治 癒型 や不活動性結核 に も病 変 の 拡

が りの記載 を行 つてきたeし たがつて,X線 有 所 見 者

4,185例 中1,889例 にNTA分 類 が記載 された｡こ の う

ち軽度 は,1,712人(90.6%),中 等度進展148人(7.8

%),高 度進展24人(1.3%)で,15歳 以上の ものにつ

いての人口対率 は,軽 度6.53%,中 等度進展O.57%,

高度進 展0.09%で あった｡昭 和33年 以来のNTA分 類

別有所見率 の推移 は表9に み るご とくで ある｡

4)非 結核性胸部疾患

非結核性胸部疾患 の診断 は,昭 和33年,38年,43年

の調査 と同 じ く,X線 写真 に異常 を有す るものについて

行 われ,問 診 で得 られ る過去 の臨床事項や検査成績 を参

照 しなが ら行 われ た｡ま た一過性肺浸潤や肺炎,あ るい

は肺腫瘍が疑 われ,一 時点 の写真 で診断 を確定 しえない

ものについ ては約1カ 月後 に再撮影 を行つて所見 を確 か

め,ま た病巣 の位置診断 を鑑 引に役立 てた｡

X線 検査 を受 けた26,541人 中,非 結核性胸部疾患 と

診断 され たものは表10に 示 した ご とく332例,1.25%

であつ た｡各 疾患 の うち頻度の高 いものは,気 管支拡張

症0.22%,心 異常0,19%,肺 嚢胞0.15%,肺 気腫0.13

%,肺 線維症0.12%な どで あ り,良 性 ・悪性 の肺腫 瘍,

縦隔腫 瘍を合計 したものはO.06%の 頻度 で認 められた｡

年齢階級別 にみ ると表10の ご とくであるeた だ し15

歳未満 は結核既往歴 のあるものなどを中心 にX線 検査 を

行 つたので,こ のこ とを考慮 しなが らみ なければ な らな

い｡非 結核性胸部疾患 の頻度 は,20～39歳 では0.39%,

40・》59歳 では1.23%,60歳 以上 では4.00%と,高 年齢

になるほ ど高率 であっ た｡な お参考 までに,活 動性,不

活動性肺結核 の例数 も同時 に示 した.

7.結 核菌検査成績

1)概 説

今 回の調査 では結核菌 の検査 は,呼 吸器症状 のある者

と,X線 写真上,結 核 の要 医療 ないし要観察 に該当す る

所 見を認 めたものについて実施 した、検査材料 としては

たんがでる ものについてはたんを用 い,た んがでない も

のについては喉頭粘液検査 を行つ た、 たんについ ては塗

抹検査 を行 い,培 養検査 はたん,喉 頭粘液 の双方 につ い

て行 った｡

分離 培養 された ものはすべて細菌検査 部 会 に送 付 さ

れ,菌 の同定が行 われたe送 付 され た菌株 は147件 で,

抗酸性,集 落形態,色 調,発 育速度,発 育温度域,ナ イ

アシ ン,硝 酸塩還元,耐 熱性 カタラーゼ,ウ レアーゼ,

Tween80分 解,ア リルスル フ ァターゼ,薬 剤感受性の
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各試験 が行 われた｡同 定の結 果は表11に 示す とお りで

あ る｡

結核菌 は30株,非 定型抗酸菌 は合計55株 分離 され

てい るが,ヒ トに対 する病原性 は弱 い菌 であ り,ま た1

回 だけの検査 なので,排 菌 を臨床 的に意義 のあ るもの と

す るこ とはできない｡

抗酸菌 染色に よつて非抗酸 菌 と判明 した ものが30株,

肉眼的に明 らかに雑菌汚染 と考 えられ るものが35株 み

られてい る｡

15歳 以上で現在呼吸器症 状のある もの と,X線 検査 の

結 果,要 医療 ない し要観察 とされ た肺結核所見 をもつ も

のの合計4,123人 中3,339人 が菌検査 を 受 け て い る の

で,菌 検査受検率 は81.0%と なる｡排 菌 陽性例 は上 述

のよ うに30例 なので,3,339人 中の陽性 率は0.90%,

問診受検者総数39,404人 中の陽性率は0.08%と な る｡

2)問 診 受検 者に対 す る菌 検査成績

問診 受検者39,404人 中,菌 検査 を受 けた ものは3,872

人で受検率は9.8%で ある｡検 体 と してたんを用い たも

のが菌検査 受検者中56.2%を 占め,喉 頭粘液 を用い た

ものが43.8%で ある｡表12に み るよ うに,た んを検体

として用 いる割 合は現在たんを訴 えてい るものに多い｡

菌 陽性率は0.77%,う ち塗抹陽性0.21%,培 養陽性0.57

%で,陽 性率 はたんを用いた場合1.10%,喉 頭粘液 では

0.35%で,た んの方が陽性 率が高い｡呼 吸器症状 の有 無

別 にみて,症 状 な しの方 が陽性 率が高いの は,症 状 な し

で菌検査 が行 われた ものにはX線 所見で活動性 の ものが

多 く含 まれ ているためであ る｡

3)X線 検査 受検 者に対す る菌検査成績

X線 検査 受検者26,541人 中,菌 検査 を受 けた ものは

3,781人 で,実 施 率は14.2%と なる｡こ の うち菌 陽性は

30人 で,菌 陽性 率はO.79%で ある｡

岡病型別に菌検査成 績 をみ る と表13の ご とくであ

る｡菌 検査 実施率が最 も高い のは混合型 で80.8%,次 い

で浸潤型71｡8%,そ の他46.6%で,結 節硬化型は35.5

%,石 灰化搬痕型 は18.1%と 実施率 が低 い｡菌 陽性率

も混合型が16.9%で 最 も高 く,次 いで浸潤型 の11.7%

で,他 は低率で ある｡

岡病型別 に,菌 検査未受検 者中に も同 じ率で排菌者が

い る と仮定す る と,排 菌陽性者数 は47.03人 と推定 され

る｡問 診受検者 に対す る率 は0.12%で,43年 のO.09%

よ りやや増加 している｡ち なみに この よ うにして算出 し

た菌陽性患者 の人 口対率 は,28年 が0.75%,33年0.55

%,38年0.19%,43年O.oge/・ であつた｡

表1東 西プロッ久 市郡別問診受検状況

()は%

調査

客 体

総 数

問 診 受 検 者 問 診 未 受 検 者

総 数
X線 検 査

総 数
転 出

死 亡
拒 否 不 在 疾病 老齢 その他

受 検 未受検

総 数

男

女

東

西

45,682
(100.0)

22,129
(100.0)

23,553
(100,0)

23,084
GOO.0)

22,598
(!00.0)

39」04

(86｡3)

18,520

(83.7)

20,884

(88,7)

19,480

(84.4)

19,924

(88、2)

26,491
(58.0)

12,107
(54.7)

14,384
(61.1)

12,865
(55,7/

13,626
(60,3>

12,913
(28.3)

6,413
(29.0)

6,500
(27.6)

6,615
(28,7)

6,298
(27.9)

6,278

(13.7)

3,609

(163)

2,669

(1L3)

3,604

(15.6)

2,674

(日8}

265
(0.6)

153
(0.7)

112
(o.5)

128
(0.6)

137
(0.6)

L732
(3.8)

959
(4.3)

773
(3.3)

1,108
(4｡8)

624
(2.8)

2,005

(4,4)

1,289

(5｡8)

716

(3.0)

1,174

(5ユ)

831

(3.7)

204
(0.4)

105
(0.5)

99
(0｡4)

82
(0,4)

122
(0.5)

137

(0.3)

61

(0,3)

76

(0β)

46

(02)

91

(0.4)

L935

(4.2)

1,042

〔4.7)

893

(3.8)

LO66

(4.6}

869

(3、81

表2性,東 西 ブロ ック,市 郡別問診受検者のX線 検査受検状況

()は%

閣 診

受検 名一

総 数

X線 検 査 受 検 者 X線 検 査 未 受 検 者

総 数
15歳

以 上

15歳 朱 満
総 数

15歳

未 満

15歳 以 上

総 数 登録申 患者家族 既{日1翼 総 数 妊 娠 拒 否
…疾 病
その他

総 数

男

女

東

西

39,404
(100.0)

18520
(100.0)

20,884
(100.0)

19,480
(100.0)

19,924
(100.0)

26」91

(67,2)

12」07

(65.4/

14,384

(68.91

12,865

(66.0)

13,626

(68,4)

26,026

(66,0)

1L852

(64.0)

叢4」74

(67.9)

12,649

(64.9)

13,377

(67」)

465

(L2)

255

(1.4/

21◎

(1.0)

216

(1.1)

249

(L21

9

(G,0)

5

(0.0)

4

(0.O)

4

10.◎)

5

(0.0)

103

(0.03)

63

(O.3♪

40

(0.2)

36

(o2)

67

(0.3)

353

(0｡9)

187

{1.0)

!66

(o,8)

176

(o.9)

177

(0、9)

12,9B

(32.8)

6」13

(34.6)

6,500

(3日)

6,615

(34,0)

6,298

(3L6)

9,766

(24.8)

4,933

(26｡6)

4,833

(23.1)

4,861

(25.0)

4,905

(24、6)

3,147

(8.O)

L480

(8.0)

L667

(8、0)

L754

(9.o)

L393

(7.0)

424

(u)

0

(一)

424

(2.0)

211

(日)

213

(1.1)

792

(2.0)

428

(2.3)

364

(L7)

431

(2.2)

36憲

(L8)

235

(o.6)

90

/05)

145

(0.7)

109

10.6♪

126

(o.6)

1,696

(4.3)

962

〈5.2)

734

(3,5)

LoO3

(日)

693

(3｡5)
ア
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表3全 国数 の推計お よび標準誤差率(15歳 以上)

撮 現 率
全 国 推 詳 値*

G、瀬 度95%)
標 準誤差率

脹 ∴核有所見～を数 15.97% 13,068士523 2.0

要 指 導 者 数 1.62 L327士149 5.6

要 医 療 者 数 0.94 766±112 7β

要 入 院o.20 163±48 14.6

要 在 宅0.15 119±42 17.7

就 業 可 0.59 483土88 9ユ

感 染 性 0.23 185±50 13.5

菌 陽 性 0」2 94窯34 18.2

要 観 察 者 数 0.69 562士85 7.6

観 察 イ;要 者 数 14.35 1L741±49 2」

*千 入

表4性 別呼吸器症状の有症状率(%)

総 数 男 女

何 らか の症状 あ り 12」 15.3 9.2

せ き

2週 未 満

2週 以 上

1カ 月以上!再1

3カ 月以H再)

8.8

4.9

3.9

3コ

2.4

10.7

5.6

5.0

4.0

32

7.2

4.2

2.9

2.2

L7

た ん

2週 未 満

2週 以 上

1ヵ 月以上(再)

3ヵ 月以上(再)

7.9

2.9

5.0

4.4

3.8

10.7

3.6

7」

6.3

5.5

5.4

22

3.1

2.7

2.2

血 た ん ・喀 血 0.4 0.4 0β

表5岡 病型 有所 見率 の推移(15歳 未満 を除 く)(%)表6学 会分類別有所見率 の推移(15歳 未満 を除 く)(%)

昭租48年 43年 38年 33年 28年

総 数 15.97 16.65 20.06 19.31 21.36

初期結核 型 一 0.00 0.00 0.01 0.03

胸 膜 炎 型 o.01 0.01 0.01 0.01 0.02

粟粒結核 型 一 一 一 0.00 一

浸潤 混合型 1.04 1.58 2.72 4.44 4.75

結 節硬 化型 5.72 4.11 430 3.91 4.97

加 療変形型 0.43 0.30 0.41 0.35 0.17

石灰化籔痕型 8.77 10.24 12.62 10.59 1L42

昭和48年 43年 38年

総 数 15.97 16.65 20.06

1型 0.01 0.◎5 0.07

総 数 0.23 0.29 0.34
H

硬 化 0.17
一 一

非 硬 化 0.02 　 一

殆1
、篇

薄 壁 0.04
一 一

総 数 0.55 1.52 2.26
m

洞 疑 い 0.12 0.23 0.31
辮」
吊重.

洞 な し 0.43 L28 1.95

群 型 0.89 1.48 2.02

総 数 13.84 13.00 15.o8
V

巣状硬 化 5.07 } 一

石 灰 6.35 　 }

粁Ij
一,=

胸 膜 2.42 一 一

H型 一 0.00 0.00

P'型 0.01 0.01 0.OI

OP型 0.43 0.30 0.27
闇

表7東 西 ブロ ック別,学 会分類別肺結核

有所見率(15歳 未満 を除 く)(%)

東 西 西/束 の比

総 数 14.77 17.11 1」6

1型 0.o1 0.01 1.00

II型 0」9 0.28 L47

m型 0.39 0.71 1.82

空 澗疑 い 0.06 ◎ユ8 3.OO

空 洞な し 0.32 0.53 L66

w型 0.68 LO9 L60

V型 13.◎4 14.60 L11

H型 一 哺 　

PJ型 0.◎2 0.01 o.50

0ρ 型 0.45 0.42 0.93

表8空 洞保 有者の推 計数 および率の推移

(15歳 未満 を除 く)

昭和48年 43年 38年

率 惟計数 率 推計数 率 推計数

空洞あり

空洞疑い

%
0.24

0」2

万人

ヱ9,8

10.0

%
0.34

0.23

万入

25.6

17.4

%
0.42

0.31

フ∫人

28.3

20.9

33年 28年

率 推評数 率 瓶1}激

空洞あり

空洞疑い

%

0.66

0.59

万入

4L2

36.8

%

0.96

2.57

万入

53.5

143.0

表9NTA分 類別有所 見率の推 移(15歳 未満 を除 く)(%)

昭 秘48年 43年 38年 33年

鰻 度

中 等 度

高 度 進 展

6.53

0.57

0.G9

5.42

◎.80

0.!8

6.28

0.95

0.24

6.67

L47

0.56
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表10年 齢階級別非結核性胸部疾患

結 核 第50巻 第1号

表11同 定 の 成 績

総 数 0～19歳 20-39 40-59 6◎歳 ～

X裸 検控受検苔 26,516* 2,993 ヱ0,217 8,806 4,500
.

総 数 332 4 40 108 180

悪 性 6 一 1 1 4

良 性 6
一

4
　

2
肺腫瘍

縦;擁 4
一

1 1 2

毅発性 一 榊 『 一 一

サルコイドー ジス 1
一 …

1
　

肺 気 腫 34 }

3 7 24

慢 性 気管 支 炎 15 1 1 3 10

自 然 気 胸 1
一 一

1 一

肺 化 膿 症 働一 一 一 』 一

し ん 肺 症 27 馳 1 10 16

肺 諏 維 症 32
一 一

9 23

気 管 支 拡 張 症 58 一
5 19 34

肺 嚢 胞 症 40 一 5 23 12

肺 ジ ス ト マ
一 帽 } 一 一

一 過 牽日!」綻 潤 玉0 1 6 1 2

肺.炎 13 一 2 5 6.

真 菌 症 一 } 『 一 一

先 天 異 常 5 1 2 2 {

う つ 誰亀 肺 9 　 1 3 5

心 異 當 50 1 4 14 31

そ ゾ》 他 21 日 4 8 9

活動 聖日 日暦亥 249 8 49 96 96

不 活動翰 陣毛1,核 179 1 24 77 77

総 数

結 核 菌

RimyonII群 菌

M.serofulaeeum

M.gordenae

RllnyenIII群 菌

M.i就race日ulare

M.aonchrOmogen葦 α蹴

M.terrae

RunyonN群 菌

M.fortuitumcomp}ex

M.dlem}roferi

Unclassified

非 抗 酸 菌(抗 酸 菌 嚢 色 に ょ り)

稚 繭 汚 染/肉 眼 的1こ 明 ら か)

ホ

47

30

12

3

9

23

10

5

8

17

10

1

6

30

35

1

・他 に3株 はM、gordonaeと 混 合 分 離v

*;lilag?不,,125を 除 く噂

表12呼 吸器症状の有無別,検 体別菌検査成績(問 診受検者)

ぐ 、は%

呼 吸 器 せ 触、 た ん 呼 吸 器
総 数

蹟状 あ り
血 たん

総 数 21甕・コ1渦 2週 以上 総 数 2週 未満 2週 以上 症状 なし

総 数 39,404 4,749 3,470 L925 L545 3,094 L133 L961 139 34,655

検 禿 実 施 3,872 3,110 2,1G4 986 1,n8 2,420 8◎7 1,613 76 762

(実 施 率 、 (9海) 165.5) (60.6) (5L2) (72｡4) (78,2) (7L2) (82、3) (54.7) (22)

;¥1陽 性 30(0.77) 18/0.58) 16(0｡76) 7(0,71) 9(o.8D 14(0｡581 5(0｡62) 9(0.56) 7(5.04) 12(L57)

塗 抹 陽 性 8(021) 6/0.19) 6ω.29) 2/0,20) 4(0β6) 6ω.25} 2ω25) 4(025) 3(2.16) 2(0.26/

培 饗 陽 性 22(0.57} 12(0｡39) 10(0.48) 5(0,51) 5(o.45) 8(o,33) 3ω.37) 5(0.31) 4(2.88) 10ぐL3日

培 養 険 性 3,842 3,◎92 2,◎88 979 1,109 2」06 802 L6o4 69 750

た んに つい て検 査 2,175 L765 1,155 509 646 1,484 487 997 50 410

(総数に対する率) (5,5) (37.2) (33、3) (26.4) 「4L8) (48,o) (43.0) /50海) (36,0) (L2)
ピ検 査実施数弐ナ車 (56.2/ (56.8> (54.9) (5L6) (57.8) (6L3) (60.3) (6L8) (65｡81 (53、8)

菌 陽 性 24(L1◎) 15(0.85) 14(1,21) 5(o｡98) 9(L39) 12(o.8D 4(0海2) 8ぐ0海o) 3(6｡00) 9(2｡2o)

塗 抹 陽 性 8/0.37) 6(0.34) 6(0.52) 2/0,39) 4(o.62) 6/o.40) 2〈0｡4日 4(o.40) 3(6.00) 210.49)

培 養 陽 性 16(◎.74) 9(0.51) 8(0.69) 3(◎.59) 5(0.77) 6(0.4o♪ 2〈o.41) 4(O.40) 　 7(L71)

培 養 陰 性 2」51 1,756 1,147 506 641 1,478 485 993 50 403

喉 頭粘 液 を検査 L697 L345 949 477 472 936 320 616 26 352

総数に対 する率) (4、3) (283) (27,3) (24.8) (30.6) (3o.3) (282) (3日) (18.7) (LO)

(検査実施数対率) (43.8) (43.2) (45.1) (48.4) (422) (38.7) {39.7) (38、2) (34.2) (46｡2)

菌 陽 性 6(0.35) 3(022) 2(0.21) 2(0.42) 鳳 2(021) 1(0.31) ユ(0.16) { 3(0.85)

塗 抹 陽 性 一 横 脚 一 } 一 一 一 一 一

培 獲 陽 牲 6(◎.35) 3(0.22) 2(021) 2(0.42) 鴨 2(0.21) !(0.31) 1(0.16) 脚
3く0海5)

培 饗 陰 性 L691 L342 947 475 472 934 319 615 26 349

検 査 せ ず 35,532 L639 L366 939 427 674 326 348 63 33,893
1誠 シ:τ対 す る率} (90,2) (34.5) (39｡4> (48.8) (27.6) (2L8) (28｡8) (17、7) /45 ,3> /97海)
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表13岡 病型別菌検査成績(X線 受検者)

()は%

総 数 浸 潤型
結 節

硬化型
混 合 型

石 灰 化

掘 痕 型
そ の他 異常なし

総 数
26541

(100)

202

(ユ00)

1,496

(1oO)

73

(100)

2,298

(100)

日6

(10o)

22,356

(100)

菌 検 査 実 施

菌 陽 性

塗 抹陽性

培 養陽性

培 養 陰性

3,781

(14.2)

30

(0.79)

8
(0.21)

22

(0.58)

3,751
(99.21)

145

(71.8)

17

(11.7)

3

(2」)

14

(9.7)

128

531

(35.5)

2
(0.37)

-

2

(0.37)

529

59

(80.8)

10

(16.9)

5

(8｡5)

5

(8、5)

49

415
(18.1)

1
(0.24)

-

1

(o,24)

414

54

(46.6)

一

榊

一

54

2,577

(1L5)

鱒

鷺

一

2,577

検 査 せ ず
22,760
(85.8)

57

(28.2)

965

(64.5)

14

(19.2)

L883

(81.9)

62

(53.4)

19,779

(88｡5)

図1性 ・年齢階級別問診受検者の構成
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